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敗血症性腎障害とアディポネクチンの関係：

continuous PED療法施行例に対する後方視的研究

1. 研究の対象

2017 年 4 月～2023 年 3 月の間に、 秋田大学医学部附属病院の集中治療室で持続的血

漿交換合血液透析 (cPED) を施行した 18 歳以上の敗血症の方です。

2. 研究目的・方法

我々はこれまで、 急性肝不全に対し血漿交換合血液透析 (PED) を施行することで血

中アディポネクチンが上昇することを報告してきました。 アディポネクチンには抗炎

症作用があり、 敗血症に伴う肝不全では低アディポネクチン血症を改善させることが

重要と考えられています。

本研究では重症敗血症の治療において、 持続的 PED(cPED)を施行した 18 例を対象

とします。 そして、 急性腎不全合併の有無と血中アディポネクチンの関係について評

価します。 具体的には対象患者様の cPED 前後の血液検査時、 血中のインターロイキ

ン-6 (IL-6) 、 アディポネクチンを測定します。 通常診療時にすでに採血してある血

清の残りを使用させていただくので、 追加で採血することはありません。

3. 研究に用いる試料 ・ 情報の種類に挙げられた項目をもとに重症度評価を行い、 28

日後と 90 日後の予後について、 予測死亡率と比較検討します。 さらに腎障害合併の有

無によって 2 群に分け、 観察項目や検査項目を比較し、 cPED 療法におけるアディポ

ネクチンの改善効果についても検討します。

研究実施期間：研究実施許可日～2024 年 12 月 31 日

利用を開始する予定日：2024年2月1日

3. 研究に用いる試料・情報の種類

①年齢、 性別、 入院・退院年月日等の患者基本情報

②既往歴、 内服薬

③血液検査の検査結果（血液性化学検査、 炎症性サイトカイン、 アディポネクチン）
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